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データで知るゲス ト側の需要 と傾向
一文献 か ら見 る中国観光1)一
何 彬
1は じめに
2012年1月か ら2013年夏までの問、北京、上海、広州の三都市において 「年 中行事の
春節(旧 正月)・端午節 ・中秋節等の休暇期間における国外旅行に対する意識お よびニーズ
に関す る調査」を実施 した。調査対象は次の四つ とした。
(1)都市における中国の人々の春節の過 ごし方(方 法:春 節期間中における現地の観察
調査 と聞き取 り)
(2)中国の一般人を対象 とした海外観光、 日本観光についての思いや要望などに関する
調査(方 法:聞 き取 り調査 とアンケー ト調査)
(3)国際観光業務のある旅行社を対象 とした中国人の 日本観光に関す る傾 向や問題点、
要望な どの調査(方 法:イ ンタビュー)
(4)中国における海外観光に関する統計資料 の収集(方 法:出 版物の入手、ネ ット資料
の収集など)
その結果は 『調査報告書 年 中行事の春節(旧 正月)・端午節 ・中秋節等の休暇期間にお
ける国外旅行 に対する意識お よびニーズに関す る調査』にまとめた。
調査報告書は三部か ら構成 されている。「その一 中国の年中行事 と休暇 ・旅行」は、伝
統的な年 中行事 と中国の暦事情、さら。に伝統的な年中行事と今時の年 中行事(春 節を事例
に)の あり様を記述 し、年中行事の休暇が レジャーへと変貌する事例な どをまとめた。「そ
の二 文献デー タで知る中国の観光」は、上述の調査対象(4)を めぐる調査結果 をまと
めたものである。中国政府 から公布 された資料を用いた、『全国の祝祭 日及び記念 日に関す
る休暇規定』、この数年間、政府から発表 された休暇に関する通知による国民年間休暇の実
態、お よび中国観 光業の 白書に当た る 『海外旅行に関す る発展報告』(2007年度～2010
年度)等 の文献資料の整理 と翻訳 によって構成 されている。「その三 現地インタビュー及
びアンケー ト調査」は、上述 の調査対象(2)と(3)に ついて、フィール ドワークを実
施 した統計報告である。イ ンタビューの結果 と紙面アンケー トの回答 内容 をまとめ、デー
タ並びに図表で示 した ものである。
調査報告書の一 と三の主要な内容にっいては 『観光学の新 しいまなざし一ゲス ト側の文
化に関する調査 と研究一』とい うタイ トルで首都大学東京都市教養学部人文 ・社会系 『人
文学報』第483号(2014.3)に発表 した。
中国観光業の動向ならびに中国観光客の海外観光に関する論述や統計はこの数年続々に
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発表 されている。 しか し、 日本における来 日観光客の国別統計な どよく見 られ るものの、
それぞれの国か らの 日本観光の視点や 中国観光業に関する系統的な観察、分析は2012年
の時点ではあまりな く、データの公表 も少なかった。今後の 日本におけるインバ ウン ドの
拡大と強化のため、ゲス ト側の動向を把握する視点か ら、中国観光客に関する文献資料並
びに関連データを提供する。本稿は、上述の調査報告書第二部の内容に加筆修正を加 えた
ものである。調査報告書のデータは2010年度の出版物までのものであったが、本稿 には
2011年度 と2013年度 『海外旅行に関する発展報告』のデータを新 に加 えた。
皿 休暇に関する政府規定
中国の観光に関するデー タ統計は、1990年代か ら採 られていた。ここでは調査時に収集
した文献資料を分類、整理 し、 日本語に翻訳をしたものを以下に掲載す る。
2-1.全 国祝祭 日及び記念日の休暇規定
これ は中国政府が1949年、1979年、2007年、2013年にそれぞれ公布 された 『全国祝
祭 日及び記念 日の休暇規定』の収録 と筆者による日本語訳である。
1).1949年全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定
2).1999年全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定
3).2007年全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定
4).2013年全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定
建国以来の63年 間で、中国政府は国民の祝祭 日の休暇規定について、四度その規定を
修正 して、再公布 した。ここでこれ ら四度修正 された 「全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定」
の中国語原文を転載 し、さらにそれを 日本語 に翻訳 した2)。
1).1949年に公布 された 『全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定』原文
全国年情及冤念日放假亦法
力銃一全国之年市及妃念 日放假起児,規 定下列各項亦法・
甲、属干全体者
一、新年放假一 日 一月一日
二、春市放假三 日 夏房正月初一 日、初二日、初三日
三、労劫市放假一日 五月一 日
四、国床妃念 日放假二日 十月一 日、二 日
乙、属干部分人民之情 日,力 了便干部分人 民的群森活劫,得 放假半天,或 只其中一部分人
放假,其 他一部分人得推代表参加庚祝。
♪
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一、如女情(限干如女)三月八 日
二、青年市(限干中等学校以上的学生)五月四 日
三、九童市六月一 日
四、人 民解放軍建軍妃念 日(限干軍臥及軍事机美)八月一日
丙、其他
一、凡属少数民族刀慣之假 日,由各少数民族集居地区之地方人 民政府,斜 酌各咳 民族)ヨ慣,
規定放假 日期。
二、其他各秒紀念情日如、二七冤念、五計紀念、七七抗哉妃念、八一五抗哉腔利紀念、九
一八多己念、扮士葡 、教師市、氾者市等,均 不必放假。(注解11951年8月13日政劣院通告
將"八一五抗哉腔利多己念 日"改力毎年九月三 日。)
丁、凡属干全体之假日,如 這逢星期 日,鹿 在次 日朴假。凡属干部分人 民之假 日,如 這逢星
期 日,則 不ネト假 。
1949年12月23日
中隼人民共和国政劣院
〈日本語訳文〉
全国祝祭日及び記念日の休暇規定
全 国の祝祭 日及び記念 日の休暇 を統一するため、以下のよ うに内容 を規定す る
甲、国民全体の祝祭 日
一、新年 は休暇を一 日間と定める1.月1日
二、春節 は休暇を三 日間と定める 旧暦正月元 日、2日 、3日
三、労働節は休暇を一 日間 と定める5月1目
四、建国記念 日は休暇を二 日間 と定める10月1日 、2日
乙、一部国民のための祝祭 日
一部国民の集団的活動の便宜を図るため、半 日を休暇 とするか、 もしくはその中の一
部の人が休暇を とり、人々の代表 として祝賀活動に参加 しなけれ ばな らない。
一、婦人節3)(婦女に限る)3月8日
二、青年節(中 等学校以上の学生に限る)5H4日
三、児童節6.目1日
四、建軍節(人 民解放軍成立記念 日)(軍隊及び軍事機関に限る)8月1日
丙、その他
一、少数民族の慣習 となっている祭 日に関 して、各少数 民族が集中 して居住す る地域の地
方人民政府が各民族の慣習を勘案 し休暇を規定す る。
二、このほかの各種の記念 日、例えば:二 七記念 日、五三〇記念 日、七七抗 日戦争記念 日、
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八一五抗 日戦争勝利記念 日、九一八記念 日、国際看護師節、教師節、記者節な どはす
べて休 日としない。(注:1951年8A13日、政務院は 「八一五抗 日戦争勝…利記念 日」
を毎年9月3日 に改めると通達 した。)
丁、国民全体の祝祭 日が 日曜 日に当たる場合、翌 日を振替休暇 とす る。一部の国民の祝祭
日が、 日曜 日に当たる場合翌 日を振替休暇 とは しない。
1949年12月23日
中華人民共和国政務院
2).1999年に修訂された 『全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定』
中隼人民共和国国劣院令
(第270号)
現友布 《全国年情及紀念日放假亦法》,自友布之日起施行。
恵理 朱錯基
一九九九年九月十八日
全 国年市及究念 日放假亦法
(一九四九年十二月二十三 日政各院友布一九九九年九月十八 日国各院修汀友布)
第一条 力銃一全国年葡及妃念 日的假期,制 定本亦法。
第二条 全体公民放假的市 日・
(一)新年,放 假1天(1月1日);
(二)春情,放 假3天(衣 房正月初一、初二、初三);
(三)労劫市,放 假3天(5月1日 、2日 、3日);
(四)国灰市,放 假3天(10月1日 、2日 、3日)。
第三条 部分公民放假的情 日及妃念 日・
(一)如女葡(3月8日),如 女放假半天;
(二)青年芋(5月4日),14周 歩 以上 的青年放假半天;
(三)几童葡(6月1日),13周 歩 以下的少年JL童放假1天;
(四)中 国人 民解放軍建軍妃念日(8月1日),現 役軍人放假半天。
第四条 少数 民族 刀慣 的芋日,由各少数民族聚居地区的地方人 民政府,按 照各核民族刀慣,
規定放假 日期。
第五条 二七妃念 日、五淵妃念日、七七抗哉多己念 日、九三抗哉駐利妃念 日、九一八妃念 日、
教師市、扮士情、杞者葡、植梱市等其他市 日、妃念 日,均 不放假。
第六条 全体公民放假的假日,如 果這逢星期六、星期 日,座 当在工作 日ネト假。部分公民放
假的假 日,如 果造逢星期六、星期 日,則 不ネト假。
第七条 本亦法 自友布之 日起施行
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〈日本語訳文〉
中華人民共和国国務院令
(第270号)
薙に 『全国祝祭日及び記念日の休暇規定』を公布 し、公布する日より施行する
総理 朱鋸基
1999年9月18日
全国祝祭 日及び記念 日の休暇に関する規定
(1949年12月23日政務院公布1999年9月18日 国務院修訂公布)
第一条 全国の祝祭 日及び記念 日の休暇を統一するため、本規定を制定する。
第二条 国民全体が休暇 となる祝祭 目
(一)新年,休 暇1日(1月1日);
(二)春節,休 暇3日(旧 暦元 日、2日 、3日);
(三)労働節,休 暇3日(5月1日 、2日 、3日)
(四)国慶節,休 暇3日(10H1日 、2日 、3日)。
第三条 一部の国民が休暇 となる祝祭 日
(一)婦人節(3月8日),婦 女は半 日を休暇 とす る;
(二)青年節(5月4日),満14歳 以上の青年 は半 目を休暇 とする;
(三)児童節(6月1日),13歳 以下の生徒児童は1日 を休暇 とす る;
(四)中国人民解放軍創立記念 日(8月1日),現 役軍人は半 日を休暇 とす る。
第 四条 少数民族が慣習 とする祭 日に関 して、各少数民族が多 く居住す る地方人民政府が
各民族の慣習を勘案 し、休暇を規定する。
第五条 二七記念 日、五三〇記念 日、七七抗 日戦争記念 日、九三抗 日戦争勝利記念 日、九
一八記念 日、教師節、国際看護師節、記者節 、植樹節などの祭 日、記念 日は休暇 とし
ない。
第六条 国民全体が休暇となる祝祭 日が、土曜 日もしくは 日曜 日と重なる場合、平 日にそ
の祝 日を振 り替 える。ただ し一部 の国民が休暇 となる祝祭 日が、土曜 日、 目曜 日と重
なる場合 は、休 日を振 り替えない。
第七条 本規定は公布す る日より施行す る
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3).2007年に修訂 された全国祝祭日及び記念日の休暇規定
中隼人民共和国国劣院令
第513号
《国劣院美子修改 〈全国年市及妃念 日放假亦法〉的決定》己鐙2007年12月7日国劣院第
198次常各会峡通冠,現予公布,自2008年1月1日起施行。
恵理 温家宝
二〇〇七年十二月十四日
国劣院美干修改 《全国年情及鋸念日放假亦法》的決定
国劣院決定対 《全 国年市及妃念日放假亦法》作如下修改・将第二条修改力 ・"全体公民放假
的市 日:
(一)新年,放 假1天(1月1日);
(二)春市,放 假3天(衣 房除夕、正月初一、初二);
(三)清明情,放 假1天(衣 房清明当日);
(四)労劫市,放 假1天(5月1日);
(五)端午市,放 假1天(衣 房端午当日);
(六)中秋苓,放 假1天(衣 房中秋当日);
(七)国庚望,放 假3天(10月1日 、2日 、3日)。"
此外,対介別条文的文字作了修改。本決定自2008年1月1日起施行。
《全国年市及多己念日放假亦法》根据本決定作相座的修汀,重新公布。
全国年市及妃念 日放假亦法
(1949年12月23日政各院友布 根据1999年9月18日 《国劣院美干修改 〈全 国年
情及妃念日放假亦法〉的決定》第一次修汀 根据2007年12月14日 《国劣院美干修改
〈全国年市及妃念 日放假亦法 〉的決定》第二次修汀)
第一条 力銃一全 国年情及妃念日的假期,制 定本亦法 。
第二条 全体公民放假的晴 日:
(一)新年,放 假1天(1月1日);
(二)春情,放 假3天(衣 坊除夕、正月初一、初二);
(三)清 明市,放 假1天(衣 房清明当日);
(四)芳劫芋,放 假1天(5月1日);
(五)端午芋,放 假1天(衣 坊端午当日);
(六)中秋市,放 假1天(衣 房中秋 当日);
(七)国庚市,放 假3天(10月1日 、2日 、3日)。
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第三条 部分公民放假的苓 日及多己念 日:
(一)如女市(3月8日),如 女放假半天;
(二)青年市(5月4日),14周 歩以上的青年放假半天;
(三)九童市(6月1日),不 満14周 歩的少年几童放假1天;
(四)中国人民解放軍建軍妃念 日(8月1日),現 役軍人放假半天。
第 四条 少数民族刀慣的市 日,由 各少数 民族 聚居地区的地方人民政府,按 照各核民族刀慣,
規定放假 日期。
第五条 二七妃念 日、五卦妃念 日、七七抗哉多己念 日、九三抗哉腔利多己念 日、九一八多己念日、
教帰市、扮士情、記者市、植桝市等其他情 日、妃念 日,均 不放假。
第六条 全体公 民放假的假 日,如果造逢星期六、星期日,庖 当在工作 日朴假。部分公民放假
的假 日,如 果這逢星期六、星期日,則 不朴假。
第七条 本亦法 自公布之日起施行。
〈 日本語訳文 〉
中華人民共和国国務院令
(第513号)
『国務院 「全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定」の修正に関す る決定』は2007年12月
17日、国務院第198回常務会議 を通過 したので、いまここに公布 し、2008年1月1日 よ
り施行する。
総理 温家宝
2007年12月14日
『国務院 「全国祝祭日及び記念 日の休暇規定」の修正に関する決定』について
国務院は『全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定』を下記のよ うに修正す ることを決定 した。
第二条 を次の通 り修正する。 「全体公民休暇する祝祭 日:
(一)新年,休 暇を一 日間 と定める(1月1日);
(二)春節,休 暇を三 日間 と定める(旧 暦大晦 日、元 日、2日);
(三)清明節,休 暇を一 日間と定める(旧 暦清明節);
(四)労働節,休 暇を一 日間と定める(西 暦5月1日);
(五)端午節,休 暇を一 日間と定める(旧 暦5月5日 端午節);
(六)中秋節,休 暇を一 日間と定める(旧 暦8H15日 中秋節);
(七)国慶節,休 暇 を一 日間と定める(西 暦10月1日 、2日 、3日)。」
このほか、個別の条文にも修正を加えた。本決定は2008年IH1日 より施行する。
『全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定』は本決定に従い修正を加 え、新に公布す る。
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全国祝祭 日及び記念 日に関する休暇規定 、
(1949年12月23日政務院公布、1999年9月18日 『国務院 「全国祝祭 日及び記念 日
の休暇規定」に関す る修正の決定』による第一回改定、2007年12H14日 『国務院 「全
国祝祭 日及び記念 目の休暇規定」に関す る修正の決定』による第二回改定)
第一条 全国の祝祭 日及び記念 日の休暇 を統一するため、本規定を制定す る
第二条 国民全体が休暇となる祝祭 日:
(一)新年,休 暇を一 日間 と定める(1月1日);
(二)春節,休 暇を三 日間と定める(旧 暦大晦 日、元 日、2日);
(三)清明節,休 暇を一 日間 と定める(旧 暦清明節);
(四)労働節,休 暇を一 日間 と定める(西 暦5H1日);
(五)端午節,休 暇を一 日間 と定める(旧 暦5A5日 端午節);
(六)中秋節,休 暇を一 日間 と定める(旧 暦8月15日 中秋節);
(七)国慶節,休 暇を三 日間 と定める(西 暦10月1日 、2日 、3日)
第三条 一部の国民が休暇 となる祝祭 日
(一)婦人節(3A8日),婦 女は半 日を休暇 とする;
(二)青年節(5月4日),満14歳 以上の青年は半 日を休暇 と定める;
(三)児童節(6月1日),13歳 以下の少年児童 は一 日間を休暇 と定める;
(四)建軍節(8月1日),現 役軍人は半 日を休暇 と定める。
第四条 少数民族の慣習となっている祭 日に関しては、各少数民族が集 中的に居住す る地
方の人民政府が各民族の慣習を勘案 し、休暇を規定す る。
第五条 二七記念 日、五三〇記念 日、七七抗 日戦争記念 日、九三抗 日戦争勝利記念 日、九
一八記念 日、教師節 、国際看護師節、記者節、植樹節な どその他の祭 日、記念 日
は休暇 としない。
第六条 国民全体の祝祭 日が、土曜 日もしくは 日曜 目と重なる場合、平 日を休暇 として振
り替える。ただ し一部の国民が休暇となる祝祭 日が、土曜 日もしくは日曜 日と重
なる場合は、休暇を振 り替 えない。
第七条 本規定は公布す る日よ り施行す る
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4).2013年に公布 された全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定
中隼人民共和国国劣院令
第644号
現公布 《国劣院美干修改 〈全国年布及妃念日放假亦法〉的決定》,
起施行。
恵理 李克強
2013年12月11日
自2014年1月1日
国劣院美干修改 《全国年情及鉦念 日放假亦法》的決定
国各院決定対 《全国年情及妃念日放假亦法》作如下修改・
将第二条第二項修改力:"(二)春 情,放 假3天(衣 房正月初一、初二、初三)"。
本決定自2014年1月1日 起施行。
《全国年市及妃念日放假亦法》根据本決定作相庫修改,重新公布。
全国年情及究念日放假亦法
(1949年12月23日政劣院友布 根据1999年9月18日 《国劣院美干修改 〈全国年布及妃
念 日放假亦法〉的決定》第一次修汀 根据2007年12月14日 《国劣院美干修改 〈全国年
市及妃念 日放假亦法〉的決定》第二次修汀 根据2013年12月11日 《国劣院美rF修改 〈全
国年荊及妃念 日放假亦法〉的決定》第三次修汀)
第一条 力銃一全国年苓及妃念 日的假期,制 定本亦法。
第二条 全体公民放假的市 日:
(一)新年,放 假1天(1月1日);
(二)春市,放 假3天(衣 坊正月初一、初二、初三);
(三)清明晴,放 假1天(衣 房清 明当日);
(四)労劫芋,放 假1天(5月1日);
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(五)端午苓,放 假1天(衣 坊端午当日);
(六)中秋市,放 假1天(衣 房中秋当日);
(七)国庚市,放 假3天(10月1日 、2日 、3日)。
第三条 部分公民放假的情 日及紀念 日:
(一)如女市(3月8日),妃 女放假半天;
(二)青年苓(5月4日),14周 歩以上的青年放假半天;
(三)几童市(6月1日),不 満14周 歩的少年JL童放假1天;
(四)中 国人民解放軍建軍妃念 日(8月1日),現 役軍人放假半天。
第四条 少数民族刀慣的市 日,由 各少数 民族聚居地区的地方人民政府,按 照各核
民族刀慣,規 定放假 日期。
第五条 二七妃念 日、五淵妃念 日、七七抗哉妃念日、九三抗哉腔利多己念 日、九一
八多己念 日、教師苓 、扮士満、氾者市、植梱市等其他市 日、妃念 日,均 不放假。
第六条 全体公民放假的假 日,如 果這逢星期六、星期 日,庫 当在工作日朴假。部
分公民放假的假 日,如 果這逢星期六、星期日,則 不朴假。
第七条 本亦法 自公布之日起施行。
〈日本語訳文〉
中華人民共和国国務院令
(第644号)
『国務院 「全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定」の修正に関す る決定』を公布す し、2014
年1月1日 よ り施行す る。
総理 李克強
2013年12月11日
国務院 『全国祝祭日及び記念日の休暇規定』の修定に関する決定に
国務院は 『全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定』について下記のよ うに修定す ることを決
定 した。
第二条第二項を 「(二)春 節,三 日間休暇 と定める(農 暦正月一 日、二 日、三 日)」 に
修正する。
本規定は2014年1E1日 より施行する。
『全国祝祭 目及び記念 日の休暇規定』は、本決定に従って修正 し、新 たに公布す る。
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全国祝祭日及び記念日に関する休暇規定
(1949年12月23日政務院公布、1999年9月18日 『国務院 「全国祝祭 日及び記念 日
の休暇規定」の修正に関する決定』による第1回 改定、2007年12月14日 『国務院 「全
国祝祭 日及び記念 日の休暇規定」にの修正に関す る決定』 による第二回改定、2013年12
月11日 『国務院 「全国祝祭 日及び記念 日の休暇規定」の修正に関する決定決定』による
第三回改定)
第一条 全国の祝祭 日及び記念 日の休暇 を統一するため、本規定を制定する
第二条 全国国民が休暇 となる祝祭 日:
(一)新年,休 暇 を一 日間 と定める(1月1日);
(二)春節,休 暇 を三 日間 と定める(農 暦正H1日 、2日 、3日);
(三)清明節,休 暇を一 日間 と定める(旧 暦清明節 当日);
(四)労働節,休 暇を一 日間 と定める(西 暦5月1日);
(五)端午節,休 暇を一 日間 と定める(旧 暦5月5日 端午節 当 日);
(六)中秋節,休 暇を一 日間 と定める(旧 暦8月15日 中秋節 当日);
(七)国慶節,休 暇を三 日間 と定める(西 暦10H1日 、2日 、3日)
第三条 一部の国民が休暇 となる祝祭 日
(一)婦人節(3H8日),婦 女は半 日を休暇 と定める;
(二)青年節(5月4日),満14歳 以上の青年は半日を休暇 と定める;
(三)児童節(6A1日),14歳 未満の少年児童 は一 日間を休暇 と定める;
(四)中国人民解放軍成立記念 日(8月1日),現 役軍人は半日を休暇と定める。
第四条 少数民族の慣習 となっている祭 日は、各少数民族が集中 して居住 して
いる地方人民政府が各民族の慣習 を勘案 し、休暇を規定する。
第五条 二七記念 日、五三〇記念 日、七七抗 日戦争記念 日、九三抗 日戦争勝利
記念 日、九一八記念 日、教師節、国際看護師節、記者節、植樹節などの祭 日、
記念 日は休暇 としない。
第六条 国民全体の祝祭 日が、土曜 日もしくは 日曜 日と重なる場合、平 日を休
暇 として振 り替える。ただ し一部の国民が休暇 となる祝祭 日が、土曜 日もし
くは 日曜 日と重なる場合、休暇を振 り替 えない。
第七条 本規定は公布する 日よ り施行する。
上述 のように、1949年に設定された 「全国祝祭 日及び記念 目の休暇規定」は、その後の
1999年、2007年と2013年の3度 にわたって改訂 された。
1949年か ら実施 された休暇規定では、年間の国民共通の休暇はわずか7日 間であった
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(新年1日 、旧正月の春節3日 、メーデー1日 と国慶節2目 間)。それに対 し、1999年の
改訂では、休暇は3日 間も増や され10日 間になった(新 年1日 、 旧正月の春節3目 、メ
ーデーは1日 から3日 間へ、国慶節は2日 間から1日 増や して3日 間に変更 された)。2007
年版の休暇規定では、11日間へ変更され、1日 のみ増やす修正 を加 えたようにみえるが、
伝統的な年 中行事の 日を正式な国民の祝 日と規定 した((新年1日 、春節3日 、清明節1
日、メーデー1日 、端午の日1日 、中秋節1日 、国慶節3日))こ とは大きな変更点である。
2007年の改定以降、下記のよ うな変更を指摘できる。
メーデーの 「労働節」の5月1日 ～5月3日 の3連 休が、5月1日 のみの休 日に変更 さ
れ、5月のゴールデ ンウィークは実質上無 くなっていること、さらに、清明節、端午節(旧
暦5月5日)、 中秋節(旧暦8月15日)は 国民に とって重要で伝統的な年中行事であるが、
2008年か らそれ らの祝いの 日は国民の休 日になった ことである。
2013年の変更で特筆すべきことは、旧正月の休暇が大晦 日か ら開始するとい う修正であ
ある。正月の準備の中では、大晦 日にも伝統な儀式や準備 もあ り、大晦 日の夕食は家族団
らんのシンボルであるとい う伝統 を重ん じる思考のために、2007年の修正によって、大晦
目から正月休暇が始まることは好評であった。 しか し、わずか6年 実施 し、後にはまた休
日は元 日か らと元に戻す修正がされた。
65年の間に、休暇に関す る規定は三度にわた り修正、改定がな された。その主な変更点
は上述の通 りである。休暇 日数の増加が大 きなポイン トではあるが、伝統的な年 中行事の
日を正式な国民の休 日に した ことは、2007年よ り変更 された大きな点であると指摘 してお
く。『人文学報』483号の拙稿 に載せた 「年中行事 と休暇」の一覧表をご覧いただきたい。
このように、国民の年間休暇は1949年の7日 間か ら2000年に10日 間に増 え、2008
年か らは11日 間 となった。その休 日は土曜 日と日曜 日を移動 させることにより連休 を形
成 し、連休である正月や国慶節はその前後の土 日を移動 させ ることで、 より長い休暇 をと
ることが可能 となった。 このよ うな休 日の調節により、春節が年間で一番長い連休 となる
だけでなく、建国記念 目(10H1日)も 、 しば しば中秋節(旧 暦8.月15日)の休暇 とつ
ながることによ り、二つ 目の大型連休 を形成する。
法定祝祭 日に土曜 日と日曜 日を移動 させ 、連休 を形成 し休暇を幾分長 くする傾向が中国
にあ り、政府 もそれ を認める傾向がある。 しか し、旧暦の祝祭 日と週末のっなが りはまち
まちであるので、年末になると国務院が翌年の休暇 日を土 日を移動 させ連休 とした り、振
替休 日などを規定 し、通知を出す。 これによって、年間の大型休暇が2つ 、三連休が5つ
とい う国民の年間祝祭 日の休暇プランを構成 している。むろん、この ことは国民の旅行ブ
ームの形成 にも大 きく影響 を与えてい る。
毎年 の祝祭 日と土 日とのっなが りは1日2日 の変動があるため、大型連休 と三連休 の組
み合わせはその年の暦次第で多少の変化が起こる。次の節では、祝祭 日と土 日及び振替 日
とのつなが りによる年間の休暇の実態を明らかにす る。
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2-2.年 間休暇の実態
拙稿 『観光学の新 しいまなざし』4)で、中国の年 中行事 と休暇について論 じた ように、
1949年の時点では、国民の祝祭 日に規定 され る伝統行事 として、唯一旧暦 の正月が取 り入
れ られた。2007年に改定され、2008年より実施 された休暇規定において、メーデーの休
日を、旧暦に従って祝 う伝統行事 の清明節、端午節に祝 日を振 り分けた ことは、政府に と
って大きな観念上の変化 とも言えよう。
改定は中国の伝統的な年中行事 を国民の休 日に取 り入れた点が大きな変更 と言 えよ う。
旧暦の正月 「春節」は一番長い連休 としたことは、人々の生活習慣を尊重 し、里帰 りや一
家団攣の慣習を保持 してもらう狙い もあるよ うである。
表2-1の よ うに、かつて1949年か ら春節の3日 だけが年 中行事(こ こでは主に漢族、
全国的に行われているもの)の祝い 日を国民の休暇 と規定 された、2008年に実施 された改
定では、4つ の伝統年中行事が国民の休暇の リス トに取 り入れ られた。
表2-12008年 から国民休暇 となる年中行事
名 称 時 期 休 暇
*春節 旧暦お正月 大晦 日、元 日、二 日の3日 間
元宵節 旧暦小正月 な し
**清 明節 旧暦3月
西暦4月5日 前後
1日間
**端 午節 旧暦5月5日 1日間
中元節 旧暦7月15日 な し
**中 秋節 旧暦8月15日 1日間
重陽節 旧暦9月9日 な し
騰八節 旧暦12月8日 な し
竈の祭祀 旧暦12月23日 な し
▲大晦 日 旧暦一年最後の 日 1日間
これは2007年12月政府が公布 したデータにより作成 したものである〈筆者作表 〉
*1949年に休暇 と規定 される
**2007年休暇 と規定される。
▲2013年末の改定により、元 日から休暇が始ま り、大晦 日は休暇ではな くなった。
観光業は休暇 と大き くかかわっているため、休暇 日の移動や変更などの改定は、観光業
者 にとって仕事を大きく左右することであ り、国内外の観光にかな りの影響が出てくるの
である。
その一例 を挙げる。休暇規定により、五月の連休 日数が減ることになった。土 日を移動
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しても三連休 となったため、中国では五月の連休 をすぜに 「ゴールデ ンウィーク」と呼ば
ず、海外への遠出はできな くなった。そ こで旅行社 として海外に重点的をおいた観光商品
が、五月の連休には作 らなくなる。2008年より、五月の連休に国内旅行や東南アジア等の
近距離観光プランに販売の重点を変えたとい う話 は、旅行社への聞き取 り調査で分かった。
もう一つの例 を挙げる。 旧正月の春節は、1949年よ り、元 日から休 日が始まったが、
2008年より、大晦 日も休 日となった。そ こで旅行社は海外もしくは国内の観光地で年越 し
をする、新 しい年を観光先で迎えといった観光商品を売 り出して、売れ行 きはかな り好調
だった。 日本 を訪れ る年越 しツアーには、元 日にお雑煮や鮫子が出 され、好評だったとの
事例も調査で知った。,
近年、旧正月期間中に多 くの中国人がツアーや個人旅行などで海外へ出かけてい く傾向
が見 られている。一年で一番重要な年 中行事 とされるほどの旧正月であるが、人々はなぜ
祖先や神への祭祀をせず、観光に出かけていくのか。 その理 由は複数 あるが、まず一年で
一番長い大型連休であることと、人々の伝統の伝承に対する考え方が変わ り始めたことが
大 きな二つの要因 として考え られる。
五月の休 日が減ったため、かつてゴールデンウィークに海外へ観光に出かけた人々の中
から、2008年以後、春節の休暇を利用する人が増えてきた と、旅行社へのイ ンタビュー調
査か らわかった。国慶節 の大型連休 より、春節の連休 の方が家族や友人 も休める確率が大
きいため、一家揃ってか、あるいは友人同士の海外旅行プランを利用す る客が増 えている
とい う。国慶節 よりは春節の連休 で家族全員 が休暇 となることが多い とい うアンケー トの
回答が、春節の観光ツアーや旅行者が増 える一因を物語 っている。
旅行社に対す るインタビュー調査か ら、中国で年 中行事の大型連休 を利用 して、煩雑な
正月の種々の行事や しきた りから逃げ出 したい とい う思いのために、正月ツアーに参加す
る人も増え、正月の海外観光ブームを形成 したとい う情報を得 られた。客のこのような動
きに応 えた、旅行社は2008年以後の海外ツアー を計画する際、特に正月の大晦 日出発6
日間(帰 国後1日 休 んでから出勤するとい うプラン設計であるが)の 海外観光商品の開発
に力を入れていることを、調査で把握 した。
しか し、2013年改定、2014年よ り実行 された休暇規定では、大晦 日の休 日が取 り消 さ
れ、正Hの 休暇は元 日から3目 間 とい う昔の形式に戻った。 この影響に関 しては再調査を
まだ実施 していないが、旅行社の商品 として、大晦 日出発のツアーは売れなくな り、正月
の観光商品の再制作に迫 られると予測 される。
例年では一番長い休暇、大型連休は旧正月であるが、2012年政府公布の休暇通知によれ
ば、その年の春節休みは2012年1月22目 ～28日の7日 間の連休であったのに対 し、10
月1日 の国慶節の休暇に中秋節の休暇、 さらに週末の休みの調整を行った結果、この期間
の連休は2012年9H30日 ～10月7日 の8日 間の大型連休 となった。2012年についてい
えば、旧正月の春節 ではなく、国慶節が中国で一番長い休暇 となったのである。すなわち
2012年に限って述べれば、特殊な暦 による休暇の変化によ り、秋の連休が一番遠出のでき
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る時期 となったのである。むろん、観光商品もこれに合わせてセールス されたのであった。
2007年の休暇規定の改訂 によ り、伝統的な年 中行事である正月以外に端午節 と中秋節も
国民の祝 日に指定 され、休暇 日となった。 しか し、端午節 も中秋節の旧暦に従 う年中行事
であるため、西暦に換算す ると日にちは毎年変動することになる。そ こで年末に、国務院
は翌年 の祝祭 日の休暇に関する具体的な 日にち及び振替 日の決定を 「通知」の形で全国に
公表するようになった。翌年の全国の休 日及び振 り替え休 日はそれに従って実施す される。
上の二つの事例では、暦 と毎年の休暇通知、すなわち祝祭 日と土 日とのつなが りの変化
は、その年の国内外の観光業に大き く影響 を与えることを示 している。ゲス トを受け入れ
る側 として、客足の変化を事前に知ってお けば、対応する余裕が出て くる。 中国の観光客
が海外観光へ出かける傾向を事前に知 るためには、数年 に一度の休暇改定及び毎年の休暇
通知を把握す ることは非常に重要なカギ となる。毎年の大型休暇の実態 を把握す ることは、
重要であることは明 らかである。
以下に、2008年、2011年、及び2012年の祝祭 日の休暇規定を整理 したものを記述す
る。 これによ り、近年の中国人年間休暇予定及びその傾 向が窺 えると思われる。
1).2008年祝祭 日休暇の実態
2007年12月15日に公布 された 「国務院弁公庁2008年一部祝祭 日に関する通知」【国
弁発明電[2007]52号】によれば、2008年の祝祭 日と土曜 目曜 をっ なげた連休や振替休 日
の実施 は下記の通 りとなる。 「解説」は、筆者が付け加 えたものである。
国劣院亦公庁美干2008年
部分市假日安排的通知
国力・皮明屯 〔2007〕52号
各省、自治区、直轄市人民政府,国 各院各部委、各宜属机杓,
根据 《国各院美干修改 〈全国年市及紀念 日放假亦法〉的決定》,力 便干各地区、各部
1'1及早合理安排市假 日旅游 、交通這輸、生序経菅等有美工作,祭 国劣院批准,現 将2008
年元旦、春市、清明市、国豚i芳劫情、端午葡、中秋市、国rtt=?r放假凋休 日期具体安排通知
如下。
一、元旦:2007年12月30日一2008年1月1日 放假,共3天 。其中,1月1日(星
期二)力 法定市假 日,12月30日(星 期 日)力 公休 日,12月29日(星 期六)公 休 日凋至
12月31日(星 期一),12月29日(星 期六)上 班.
二、春市32月6日 一12日(衣1万除夕至正月初六)放 假,共7天 。其中,2月6日(除
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夕)、2月7日(春 葡)、2月8日(正 月初二)力 法定殖假 日,2月9日(星 期六)、2月
10日(星期日)照 常公休,2月2日(星 期六)、2月3日(星 期 日)丙 介公休 日凋至2月
11日(星期一)、2月12日(星 期二),2月2日(星 期六)、2月3日(星 期1ヨ)上班 。
三、清明市34月4日 一6日 放假,共3天 。其中,4月4日(清 明葡)メヨ法定市假 日,
4月5日(星 期六)、4月6日(星 期日)照 常公休。
四、"五一"国隊i芳劫望=5月1日 一3日 放假,共3天 。其中,5月1日 力法定市假 日,
5月3日(星 期六)力 公休 日,5月4日(星 期 日)公 休 日凋至5月2日(星 期五),5月4
日(星 期 日)上 班 。
五、端午市36月7日 一9日 放假,共3天 。其中,6月7日(星 期六)照 常公休,6月
8日(衣 坊五月初五,端 午苓)力 法定苓假 日,6月8日(星 期 日)公休 日凋至6月9日(星
期一)。
六、中秋情39月13日 一15日放假,共3天 。其中,9月13日(星 期六)力 公休 日,
9月14日(衣 房八月十五,中 秋市)力 法定市假 日,9月14日(星 期日)公 休 日凋至9月
15日(星期一)。
七、国庚市:9月29日 一10月5日 放假,共7天 。其 中,10月1日 、2日 、3日 力法
定市假日,9月27日(星 期六)、9月28日(星 期日)丙介公休 日凋至9月29日(星 期一)、
30日(星期二),10月4日(星 期六)、5日(星 期日)照 常公休。
市假 日期同,各 地区各部口要妥善安排好値班和安全、保ヱ等工作,遇 有重大突友事件
友生,要 按規定及吋扱告井妥善赴置,碗 保人民群余祥和平安度う立=肯日假期。
国劣院亦公庁
2007年12月15日
この通知によると、2008年の祝祭 日と週末 とのっなが り、さらに、振替休 日は下記のよ
うになってい る。
(1)新年 の休暇は12月30日 ～1月1日 の3日 間
解説:1月1日 は公定休 日であるが、火曜 日であるため、12月29日の土曜 日を出勤 日
に して、月曜 日を振替休暇 とする。 これにより、12月30日 日曜 日、12月31日
月曜 日(土 曜 日の振替)と 火曜 日1月1日 の3連 休を実現 した。
(2)春節 の休暇は2月6日 ～12日の7日 間
解説:2月6日 水曜 日から2H8日 金曜 日までの公定休 日の三 日間に、2月9日 、10日
の土曜 日と日曜 日とを合わせて5日 間 となる。2月2日 と3日 土曜、 日曜を前倒
しし、休 日とす ることで7日 間の大型連休 となった。その代 り、西暦の2月2日
と3日 の土曜 日と日曜 日は、出勤 日となった。
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(3)清明節の休暇は西暦の4月4日 ～4月6日 の3日 間
解説:公 定休 日が4月4日 金曜 日であるため、土曜 日と日曜 日につながって、自然に3
連休 となった。
(4)労働節(メ ーデー)は5月1日 ～3日 の3連 休
解説:5A1日 法定休 日は木曜 日であるため、5月4日 の 日曜 日を前倒 しし、5月2日
の金曜 日を休 日にし、5月4日 の 日曜 日を出勤 日にした結果、3連休 となった。
(5)端午節の休暇は西暦6E7日 ～9日 の3日 間
解説:旧 暦の端午節6月8日 は日曜 日であるため、端午の 日の前 日の土曜 日から休暇に
入 り、6月9日 月曜 日は振替休 日とな り、3連 休 となった。
(6)中秋節の休暇は西暦9月13日 ～15日3日 間
解説:中 秋節は旧暦の8月15日 は、西暦2008年9月14日 日曜 日に当たる。土曜 日の
9月13日 と振替の9月15日(月)を あわせて3連 休 となった。
(7)国慶節の休暇は9E29日 ～10月5日 の7日 間の大型連休
解説:9.月27日、28日の土曜 日日曜 日を出勤 日に し、29日の月曜 日か ら公定休 日10
月1日 ～10.月3日(水～金)、 さらにその後の10.月4日、5日 の土曜 日日曜 日
の休 日とつなが り、連続7日 間の休暇が実現 したのである。
2).2011年祝祭 日休暇の実態
2010年12月9日、政府は2011年中国の祝祭 日休暇を下記の通 りに発表 した。
国各院亦公庁美干2011年
部分市假日安排的通知
国力・皮明屯 〔2010〕40号
各省、自治 区、宜轄市人民政府,国 各院各部委、各宜属机梅
根据国各院 《美干修改く全国年葡及紀念日放假亦法〉的決定》,力 便干各地区、各部口
及早合理安排情假 日旅游 、交通這輸、生声経菅等有美工作,鋒 国各院批准,現 将2011年
元旦、春市 、清明葡、勢劫情、端午苓、中秋苓和 国庚市放假凋休 日期 的具体安排通知如下.
一、元旦:1月1日 至3日 放假公休,共3天 。
二、春市=2月2日(衣 房除夕)至8日 放假凋休,共7天.1月30日(星 期日)、2
月12日(星 期六)上 班 。
三、清 明市,4月3日 至5日 放假凋休,共3天 。4月2日(星 期六)上 班。
四、労劫市 ・4月30日 至5月2日 放假公休,共3天 。
五、端午市 ・6月4日 至6日 放假公休,共3天 。
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六、中秋市,9月10日 至12日放假公休,共3天 。
七、国庚市,10月1日 至7日 放假凋休,共7天 。10月8日(星 期六)、10月9日(星
期 日)上 班。
市假 日期同,各 地 区、各部口要妥善安排好値班和安全、保ヱ等工作,遇 有重大突友事
件友生,要 按規定及吋扱告井妥善赴置,礁 保人民群余祥和平安度道情 日假期。
国各院亦公庁
2010年12月9日
出 典:中 国 政 府 園http:〃www.gov.cn!zwgk/
上記の通知 に従 って、その年 の実際の休暇は土曜 日日曜 日と合わせ、振替えることによ
り、三連休や7日 間の大型連休が構成 された。
(1)元旦(1月1日)3連 休であった
解説:2011年1月1日(土)は 公定休 日である。翌 日は 日曜 日、3日の月曜 日は振替休
日とな り、3日 間の連休 となった。
(2)春節 七 日間の大型連休 であった
解説:2011年の春節 の休暇は、旧暦の大晦 日にあたる2月2日(水)か ら4日(金)
までが公定休 日であったが、5日6日 の土 日と合わせ、さらに春節前の1月30
日(目)と 春節後の2月12日(土)を 出勤 日とし、その代休 を8日(火)と し
たため、7日 間の大型連休 となった。
(3)清明節 連休 となった
解説:2011年の清明節は西暦の4H5日(火 曜 日)で あったため、前の土曜 日4月2
日は出勤 日に し、4月4日(月)を その代休 としたため、3日、4日 、5日 と、3
日間の連休 となった。
(4)労働節 三連休
解説:労 働節 は西暦の5A1日(日 曜 日)と重 なったため、月曜 日の5H2日 は振替休
日とな り、4月30日 ～5月2日 の3連 休 となった。
(5)端午節 三連休
解説:2011年の端午節は西暦の6月4日(土 曜 日)で あった。翌 日の 日曜 日6月5日
と月曜 日の6日 を土曜 日の振替休 日として、3日 間の休 日となった。
(6)中秋節 三連休
解説:2011年の中秋節は西暦 の9月10日(土 曜 日)で あった。翌 日の日曜 日9A11
日と10日の振替休 日の月曜 日9A12日 をあわせて3連 休 となった。
(7)国慶節 七 日間の大型連休
解説:2011年の国慶節は10月1日 で土曜 目と重なっていたため、法定休 日の10月1
日、2日、3日 に振替休 日として4日 、5日 が加 えられた。 さらに10月8日 と9
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日の次の週末の休 日を10月6日10月7日 に移 し休み としたため、10月1日～7
日までの7日 間の大型休 となった。ただ しに国慶節後の10月8日 、9日の土曜、
日曜は平 日扱い となり、出勤 日となるため、次の週末まで10月8日 か ら七 日間
が出勤 となり、いささか大変である。
3).2012年祝祭 日休暇の実態
次に政府 が公布 した2012年の祭 日休暇の具体的な日にちに関す る通知および、それに
解説を加 え、休暇の動向をみ ることにする。
国劣院亦公庁美干2012年
部分市假日安排的通知
国亦友明屯 〔2011〕45号
各省、自治区、宜轄市人民政府,国 各院各部委 、各宜属机梅
根据国各院 《美干修改 〈全国年市及多己念 日放假亦法〉的決定》,力便干各地区、各部肖
及早合理安排市假 日旅游、交通這輸 、生声祭菅等有美工作,径 国各院批准,現 将2012年
元旦、春市、清明苓、芳劫市、端午市、中秋苓和国庚情放假凋休 日期的具体安排通知如下。
一、元旦・2012年1月1日至3日 放假凋休,共3天 。2011年12月31日(星期六)上 班。
二、春望・1月22日 至28日 放假凋休,共7天 。1月21日(星 期六)、1月29日(星 期 日)
上班。
三、清明15,4月2日至4日 放假凋休,共3天 。3月31日(星 期六)、4月1日(星 期日)
上班。
四、労劫情34月29日 至5月1日 放假凋休,共3天 。4月28日(星 期六)上 班 。
五、端午市=6月22日 至24日放假公休,共3天 。
六、中秋市、国床市=9月30日 至10月7日 放假凋休,共8天 。9月29El(星期六)上 班.
市假 日期向,各 地区、各部口要妥善安排好値班和安全、保ヱ等工作,遇 有重大突笈事
件友生,要 按規定及吋根告井妥善楚置,碗 保人 民群余祥和平安度迂情日假期 。
国各院亦公庁
二〇一一年十二月五 日
出 典:中 国 政 府 圃http:〃www.gov.cn/zwgk/
上記の通知に従って、2012年の休暇は実際には土曜 日や 日曜 日と合わせ、振替えること
によって三連休や大型連休を構成 した。具体的に以下に記載 し解説す る。
(1)元旦 三連休
解説:2012年1月1日 から3日 までを調整 し休 日とす ることで3連 休 とした。2011年
12月31日(土)は 出勤 日とし、振替休 日二 日間を含 め翌 日の 日曜 日か ら火曜 日
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までの三連休が実現 した。
(2)春節7日 間大型連休
解説:1月22日 ～28日を旧正月の休 日として7日 間の連休 としたが、1月21日 土曜 日
と1月29日 の 日曜 日は出勤 日となった。連休前 日の土曜 日も出勤 し次の 日曜 日
から仕事始め とし、旧正月に一家団攣を重視す る伝統に配慮 し、帰省する人々に
対 して配慮 した特株 な大型連休の規定であった。
(3)清明節 三連休
解説:そ の年 の旧暦の 「清明節」は4月4日 に当た り、4A2日 ～4日 を休 日として調
整 し3日 間の連休 となった。清明節に墓参 りをする慣習に配慮 した調節であった。
そのかわ り、3月31日 の土曜 日と4月1日 の 日曜 日は出勤 日であった。
(4)労働節 三連休
解説:2012年のメーデーは火曜 日であった。前 日のH曜 日は別の休暇を移動 させ、日曜
日と合わせ 、4月29日 ～5月1日 を休 日として調整 し3日 間の連休 とした。4月
28日の土曜 日は出勤 日となっったので連休が構成 されたのである。
(5)端午節 三連休
解説:端 午節は西暦6月23目 土曜 日に当た り、前 日の金曜 日を振替休 日にし、 日曜 日
と合わせて6月22日 ～24日を三連休 にする調節の仕方であった。
(6)中秋節、国慶節8日 間大型連休
解説:旧 暦8月15日 の中秋節は、2012年の9月30日 日曜 日に当たった。そこで、国
慶節の3日 間の休 日、中秋節 の1日 の休暇、中秋節は日曜 日に当たるための振替
休 日一 日、9月29日 土曜 日を出勤 日にす ることで振替休 日を一 日増や した結果、
9A30日～10月7日 までを連続 した休暇に調整 し、8日間の大型連休 となった。
4).2014年祝祭 日休暇の実態
ここでは最新デー タとして2014年の休暇調節の政府案を載せ る。
部分市假日安排的通知
国 力・皮 明 屯 〔2013〕28一号
各省、 自治区、直轄市人民政府,国 劣院各部委、各直属机絢:
鑑国劣院批准,現 将2014年元旦、春布、清明布、労劫布、端午布、中秋布和国灰布
放假凋休 日期的具体安排通知如下。
一、元旦:1月1日 放假1天 。
二、春布:IA31日 至2月6日 放假凋休,共7天 。1月26日(星 期 日)、2,月8日
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(星期六)上 班。
三、清明布:4H5日 放假,4月7日(星 期一)朴 休。
四、労劫市:5月1日 至3日 放假凋休,共3天 。5月4日(星 期 日)上 班。
五、端午布:6月2日 放假,与 周末逢休。
六、中秋市:9月8日 放假,与 周末逢休。
七、国床布:10月1日 至7日 放假凋休,共7天 。9月28日(星 期 日)、10H11日
(星期六)上 班。
布假 日期同,各 地区、各部口要妥善安排好値班和安全、保ユ1等工作,遇 有重大突友
事件,要 按規定及吋扱告井妥善処置,石角保人民群余祥和平安度迂蒲 日假期。
国劣院亦公庁
2013年12月11日
(1)2014年の新年は元 日だけを休み とし、連休 としないのがポイン トである。
解説:こ れは連休 を構成 するために、前後 の土曜 日と日曜 日を出勤 日に変更す ること
で、国民生活 を不安定にさせ るのではないかとい う懸念の声があ り、その答えと
しての結果であろ う。
(2)春節は1H31日 ～2月6日 までの7日 間を連休 とす る。1月26日 の 日曜 日と2月
8日の土曜 日は出勤 日となる。
解説:暦 上に三つの土 日と関わる2014年の春節休暇であったにもかかわらず、9日 間
の超大型連休 とせず、あえて1E26日 の 日曜 日と2H8日 の土曜 日を出勤 日に
した点は、 これまでのなるべく土 日を取 り込み大型連休構成 させ るとい う傾向と
は異なる。
(3)清明節 は4月5日 の土曜 日に当たるため、月曜 日の7日 は振替休 日にする。
解説:三 連休を構成 した。
(4)5月1日 ～3日 は休暇、5A4日 日曜 日は出勤 日
解説:木 曜 日のメーデーの休 日と金曜 日を休 日に し、土曜 日と合わせ ることで三連休 を
構成 した。
(5)端午節、6月2日 が休暇、土 日とつながる。
解説:6E2日 は月曜 日にあたり、その前の土 日と合 わせて自然 と3連 休を構成 した。
(6)中秋節、9月8日 は休暇、土 日とつながる。
解説:9月8日 が月曜 日のため、その前の土 日と合わせて 自然 と3連 休 を構成 した。
(7)10月1目～7日 まで7日 間の休暇。9月28日日曜 目と10月11日の土曜 日は出勤日。
52 デー タで知 るゲス ト側 の需要 と傾向一 文献か ら見 る中国観光一
解説:10月1日 は水曜 日であったが、規定の三連休 にその後の土 日を合わせ、自然 と5
連休 を構成 したが、政府が年間の大型連休を二つ構造 させ る方針に合わせ るため、
9月28日 の 日曜 日と10月11日 の土曜 日をまでを借 りた、やや無理のある7日
間の大型連休を構成 してい る印象を受ける。
皿 『中国の海外旅行の発展に関する年次報告』
以上、1とllでは、中国の観光業 と密接に関連する休暇に関す る情報、主に国民の祝祭
日に関す る政府の規定などをまとめた。そこか ら、休暇は土曜 日曜を入れ、旧暦 と関連す
る休 日の振替を実施する実態 も見てきた。
この章は、中国国内で編纂 され る 『中国出境旅遊発展年度報告(中 国の外国旅行の発展
に関す る年度報告)』か らデー タの抜粋 と翻訳 したもので構成 される。主に次の5項 目、出
国人数の変化、外国観光地ランキング、観光 と現地消費に関する統計、観光客の性別 ・年
齢 ・職業等に関する統計、インターネ ットと観光情報 に分けてデータを整理 した。
『中国出境旅遊発展年度報告』(『中国の海外旅行の発展に関する年次報告』)は、中国国
家旅遊局の旅遊促進 と国際協力司が中国旅遊i研究院に委託 して2008年から編纂 し始める
ものである。 この報告書は主に6つ の章か ら構成 される:そ の年の海外での観光概観、観
光環境分析(国 内外の経済環境 と政治環境 とその他の要因)・海外での観光消費 と市場構造
のデータ分析、海外観光業界の運営状況、国内地域別の海外観光の統計 と分析、翌年の観
光傾 向の展望と提案か らなっている。
2009年2月に2007～2008年の年度報告を刊行 したが、それは中国において最初 の公式
な統計を公表 した中国観光業 に関する文献である。2010年2月に2009～2010年の年度報
告 も刊行 されたが、この二冊 目には英語版 も作 られて海外に向けて最初に発行 された中国
観光業に関する公式資料である5)。その後2011年度、2012年度 と2013年度、2014年度
計6冊 が刊行 された。
この節の統計デー タは、入手 した4冊 の観光関連統計報告書お よび政府関連部門の公式
HPよ りデータを獲得 し、それ らか ら抜粋 をして 日本語で作成 したものである。データの
出典 はA・B・Cの ように表記す る6)。
(1)出 国人数
「表3-1」 より、2007年から2013年に、外国へ旅行 に出かけた人数が増 えたこと、
公費での観光は制限され、私用の個人旅行 により外国に行 く人が増えたことが読み取 るこ
とができる。
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表3・-1出 国人数統計(2007-2013)
年次 外 国への
旅 行人数
(万人)
前年より
増加%
公用出国
(万人)
私用出国
(万人)
旅行社による
出国(万人)
2007 14095.4018.6% 603.00 3492.40 987.42
(う ち 香 港 マ カ オ 観 光:
485.15)
2008 4584.44 11.9% 571.32 4013.12
2009 4765.63 4% 544.66
,
4220.97 1234.68(うち香 港 マ カ オ 観
光:519.58)
2010 5738.65 20.42% 587.86 5150.75
2011 7025.00 22.4% 613.21 6411.79 2021.92(うち 香 港 マ カ オ
観 光:760.27)
2012 8138.27 18.4% 612.66 7705.61 2830.57
2013 9818.52 18.0% 621.62 9196.9 3355.71(うち 香 港 マ カ オ
観 光:988.55、 台 湾:
281.57)
〈作表:何 彬〉(出 典:A、E、F、G)
図3-11992年 ～2008年出国者数(出 典:Ap10)
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図3-21998～2011年 為 替 の 変 動 と 出 国 者 数(出 典:Ep11)
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(2)「第一停泊地」と外国観光地のランキ ング
次の 「表3-2」 は2007年から2013年までの7年 間に、中国を出国 し最初の観光 目的
地の国/都 市がどこであるのかのランキング と一年間に中国人が出かけてい く国や地域の
ランキングの一覧である。
表3-2出 国観光の第一停泊地 と人数ランキング 〔上位12位 まで7)〕
2007年
(万人)
2008
(万人)
2009年
(万人)
2010年
(万人)
2011年
(万人)
2012年
(万人)
2013年
(万人)
-
立イ
香 港
(1613.69)
香 港
(1755.7)
香港
(1866.59)
香港
(2309.9)
香港
(2832.07)
香港
(3495.56)
香港
(4030.33)
2
位
マ カ オ
(1277.02)
マ カ オ
(1552.17)
マ カ オ
(1512.76)
マ カ オ
(1611.24)
マ カオ
(1976.53)
マ カオ
(2150.29)
マ カオ
(2523.94)
3
位
日本
(145.81)
日本
(155.65)
日本
(15525)
日本
(196.89)
韓 国
(236.78)
韓 国
(299。51)
韓 国
(425.34)
4
位
韓 国
(131.25)
ベ トナ ム
(145.9)
韓 国
(147.72)
韓 国
(196.86)
台湾
(184.50)
台湾
(263.02)
タ イ
(401.03)
5
位
ベ トナ ム
(92.03)
韓 国
(137,43)
ベ トナ ム
(134.43)
台湾
(166.19)
マ レー シ ア
(173.78)
タ イ
(224.48)
台湾
(291.89)
6
位
ロシア ロ シ ア
(78.99)
台湾
(98.57)
ベ トナ ム
(121.1)
日本
(162.79)
日本
(19622)
ア メ リカ
(196.69)
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2007年
(万人)
2008
(万人)
2009年
(万人)
2010年
(万人)
2011年
(万人)
2012年
(万人)
2013年
(万人)
7
位
タ イ
(71.60)
ア メ リカ
(77。55)
ア メ リカ
(82.42)
ア メ リ カ
(107.76)
タ イ
(152.26)
カ ン ボ ジア
(184.54)
日本
(183.46)
8
位
ア メ リカ シ ン ガ ポ ー ル
(71.26)
ロ シ ア
(68.42)
タ イ ・
(101.46)
ア メ リカ
(136.04)
ア メ リカ
(17220)
ベ トナ ム
(177.27)
9
位
シ ン ガ ポ ー ル
(64.76)
タ イ
(62.26)
マ レー シ ア
(62.26)
シンガ ポー ル
(66.81)
シンガポ ール
1(82
.57)
ベ トナ ム
(114.15)
マ レー シ ア
(137.22)
カンボジア
(169。06)
-o
位
マ レ ー シ ア
(57.35)
オー ス トラ リア
(41.31)
タ イ
(62.19)
ロ シ ア
(71.09)
シ ン ガ ポ ー ル
(100.42)
ベ トナ ム
(133.99)
マ レー シア
(135.16)
11
位
台 湾(27.89)マ レー シア
(60.90)
オーストラリア
(54,53)
ロ シ ア
(80.96)
シ ン ガ ポ ー ル
(116.67)
シ ンガ ポール
(132.28)
12
位
オーストラリア
(45.21)
イン ドネ シァ
(46.88)
オー ス トラ リア
(65.23)
ロ シ ア
(86.91)
ギニア ビサ ウ
(114.39)
〈国家旅遊局のデータよ り作成。作成者:何彬 〉
この統計によると、香港 とマカオが7年 連続で1位 と2位 を占めている。その原因は、
次の節 に記述 した ようにショッピングがかな り上位に挙げ られるほか、賭博が禁止され る
中国人 にとってはマカオのカジノに特別の存在価値を感 じているとい うことであろう。一
国二制度などが国内に広 く知 られ、大陸に住む 中国人が出かけるのに厳 しく制限されてき
たため、観光 とい う方法で行けるとなると、話題 の地 としていろいろな 「魅力」が感 じら
れ、人々を呼びつけることも考えられ る。
さらに上の表の統計によれば、中国人の 日本への観光 出国人数 は2011年の震災発生ま
で連続4年 で3位 であった。2011年及びその次の年 の2012年は地震 と放射能に対す る心
配か ら観光客は一時的に減少 し、6位であったが、2013年に来 日の観光客の人数 は183.46
万人 と2007(1,458,1Qo人)、2008(1,556,500人)、2009(1,552,500人)に日本が三位
であった時よ り増 えたが、全体の中国人の出国人数のランキングの7位 に後退 したことが
この一覧表でわかる。
(3)観光と消費
1.1982年～2008年の観光消費統計データ
中国国家外貨管理局か ら発表されたデー タによれば、1982年～2008年の海外観光消費
は統計的にみると、海外での観光で消費す る金額は1992年以後、急激に増 えたことがわ
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かる。
「図3-2」によれば1992年消費金額が50億 ドル以下であることが示 されてお り、2002
年では150億ドル、2008年では350億ドルに達 していることが示されている。
「図3-3」 は中国国内の都市/地 域住民の可支配収入 ランキングである。図の下の都
市名 によると、年間可支配収入の数字が高い都市/地 域の上位4位 は、北京 ・上海 ・漸江 ・
広東であ り、可支配金額は15000～20000人民元(2012年のレー トで計算すれば、約19
万～25万)で ある。
図3-一31982年～2008年海外観光消費金額上昇図(出 典:Ap11)
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この統計データは、2008年の海外観光消費金額は350億 ドルにのぼったと示 した。
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團2-202011年 与2012年 中 国 内 地 受 坊 出 境 游 客 人 均 花 費 分 布
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消費額は5000～10000元(当時の為替では約6万 円～12万円)が 三割か四割で、一番
多い ことは、消費水準の低下を示 している。筆者の調査では、年 間海外観光 に使 う金額は
6万 円～50万円に対 して、日本観光で使った金額 は6万 ～12万が一位であり、6万円以下
と4万 円以下の解答は4割 占めている。海外への観光 もレジャーや異国地の風景を鑑賞す
ることが優先 され、以前のように海外でのシ ョッピングを 目的 とした旅行客が減ってきた。
図3-52011、2012年の海外旅行費用の内訳(出 典:Ep35)
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この図表は、海外旅行に支 出す る費用の内訳である。シ ョッピングが一位、現地での交
通費が二位、飲食に使 う費用が3位 とい う内容である。
図3-6地 域別都市住民の可支配収入 ランキング(出 典:Ap37)
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この統計は、都市別に住民が観光に使える金額の参考となる。
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2.2009年の統計から分かる消費増加の傾向
2007年と2008年旅遊発展報告書 には、観光先での消費デー タの項 目がなかったが、
2009年の報告書Bのp84-114にはその統計データがあ り、観光先での消費が 目立って増
加 したことの裏づけとなっている。
*海外旅行 に出かけ、現地で消費す る金額は旅行 のツアー価格よ り上回る傾向が見 られる。
2001元～3000元(円:25,000～38,000)
3001元～5000元(円:38,000～63,000)
5001元～10000元(円63,000～125,000)
10000元以 上
24.99%
23.56%
22.19%
18.44%
現地での消費額の うち、買い物が49.57%を占めているとい うことである。
3.文献 「C」からみる2010年の海外での観光消費額の増加
(1)2010年海外観光での消費 は480億人民元(円:602億)に 上った。 ショッピング
が主要な支出の 目的であることが統計データか ら分かる。地域や国別 に分 けてみ る
と:
香港での観光客の消費額の76%はシ ョッピング
マカオでの観光客の消費額の63.1%はシ ョッピング
台湾での観光客の消費額の50.2%はショッピング
海外観光 ツアーの参加費 より、中国人観光客は観光先で個人個人がその旅先の特
別 な製 品や名産品購入に支出 した金額が高い傾向が顕著 に見 られ る。このことか ら、
日本の観光市場にもこの類の商品があれ ば、消費す る金額が増えることが期待でき
ると予測できる。
「図3-7」 は、2009年の中国人観光客(宿 泊タイプ)に おける香港での消費状
況の内訳である。その消費の内訳は、買い物が76%を も占めるとい うことである。
「図3-8」 は、香港観光発展局のデー タによるものであるが、2009年中国内地
(中国本土)か らの観光客による香港でのシ ョッピングの金額を項 目ごとに分析 し
たものである。1位 は50%近 くで洋服(既 製服)購 入、2位 は化粧品類で40%以
上を占める。3位 は30%以上を占めたお菓子類であり、4位 以後は漢方薬、皮靴類
とバ ッグ類が10%以上 と目立っている。
「図3-9」は20qg年中国本土から台湾を訪れた観光客の一 日あた りの消費統計
で、台湾の関連部門の資料 を整理 した ものであるが、シ ョッピングに費やす金額は
支出の50.2%にあたる。約120ドルがショッピング、ホテル内での支出が72ドル
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ぐらいで30.5%を占めてお り、この二つの項 目だけで一 日の消費の8割 を占めてい
る。
「図3-10」も台湾の関連部門の資料を整理 した ものである。この図では、2009
年大陸(中 国本土)か らのツアー客が台湾で一 日にシ ョッピングに費やす金額の内
訳が分かる。特産品が29.7%で1位とな り、それに次いで宝石類が25.2%、服飾品
が12.6%、お茶が9.2%、記念品及び工芸品が8.6%、化粧品や香水類が6.0、タバ
コと酒類が5.7%となっている。
図3-72009年 中国人観光客(宿 泊タイプ)に おける香港での消費内訳
編 轡 其他
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圏4-312009年申国肉地這夜游客在港消費鰭梅
資料来源:香港旅游笈展局。
図3-82009年 中国内地(中 国本土)観 光客による香港での消費分析
(60
%
)50
40
30
20
10
0 ??
??
??
??
??
?
?、?
?
?
?
?
??
??
???
?
?
??
??
???
??
?
??
??
?
??
、
??
?
?
?
?
??
?
?
?????
、??
?
?
??
???
??
??
?
??
?
?
??
?
?
?
????
???
???
?
??
?
???
?
?、
???
?〔?
???
?
?
???
??
?
?
?
??
?
???
?
??
、?
???
??
???
?
?
??
?
?
?
?
?
???
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
??
??
?
?
???
?
?
???????????????????
??????
??
???
60 データで知るゲス ト側の需要 と傾向一 文献から見る中国観 光一
図3-8図 の中国語の訳、左か ら:既製服、オーターメイ ドの服、生地、旅行用の トラン
ク、革靴及び靴類、バ ッグや財布、他 の革製品、カメラな ど、オーデ ィオな ど、CDな ど、
PCと 周辺機器類、携帯など通信機器、その他 の電気類、ゴール ドアクセサ リー、宝石ア
クセサ リー、その他のアクセサ リー、腕時計、海鮮加工品、お菓子やキャンデ ィ類、その
他のお菓子類、酒 とたばこ類、スキンケア用品、化粧品 と基礎化粧品、香水、他 の品物、
薬 と漢方薬、書籍、メガネ等、記念品等、玩具 とゲームソフ ト、磁気 と陶器、インテ リア
用品、その他の商品
図3-92009年 大陸(中 国本土)か ら台湾訪れた観光客の一日あた りの消費統計
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資料来源=根据台湾相災部肖資料整理。
図3-9の 用語の訳語。左か ら:宿 泊施設での支出、宿泊施設外での飲食の支 出、台湾滞
在中の交通費、娯楽費、雑費、買い物
図3-10 2009年大陸(中 国本土)か らのツアー客による台湾での
一日あた りのショッピング金額の内訳
3.参 団瀞 客 鈎 物 花 費銃 升
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資料来源=根 ま居台湾相美部ゴコ資料整理 。
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図3-10の用語の訳。左か ら:服飾 とその関連商品、宝石類、記念品や手芸品、化粧 品や
香水類、ブラン ド品や特産品、タバ コと酒類、漢方や健康食品、電子機器、お茶、ほか
図3-11都市別に海外旅行への目的が異なる(出典:Ep133)
(三)鉱海、重庚釣游客絞油重旅瀞麹物体験;牝 京瀞客購追求交通以及
佐宿鵠贔贋;菰戸州游客絞異他城市游客更蜜禽文化媛尿精神
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この図の説明文が書かれている文の訳:上海 と重慶の観光客は観光やショッピングをわ
りに重視するが、北京の観光客は交通手段や宿泊の質を求めている。広州の観光客は他と
比べて、文化娯楽にこだわるようである。
四.観 光客の性別 ・年齢 ・職業等の統計
1.2004年一2008年の統計デー タ
a.性別:海 外へ観光に出かける客の性別 は女性が男性を上回る傾向が継続 している;
b.年齢:青 年 、中年が観光に出かける傾向が増加 してい る。18歳～30歳がどの年 も
出国観光人数の約50%;そ の次に30歳 ～50歳が多い;,
c.職業別では、会社員層、企業管理職層が海外旅行の主要層であ り、公務員 と教員の
出国者数は安定 している。
2.2009年次の出国旅行者 の分析:(Bp73)
a.年齢:25～44歳の観光客が60%以 上、25～34歳が36.13%、観光客の主流 とし
て高齢者の数字はわずかだが上昇傾 向にある。
b.観光 と学歴:大 学卒業者 は52.73%;
3.個 人の月収:海 外 に行 く観光客には高収入者が多い。
月収3000元～20000元(円:38,000～250,000)の収入者は、海外旅行者の85%を
占めてい る。その うち5001元～8000元(円:63,000～100,000)が22.81%、10000
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元 ～20000元(円:125,000～250,000)カ)"22.750/・で あ る。
d.観 光 地 情 報 の う ち 、注 目す る 要 素 は 、観 光 地 紹 介 が60.6%、ツ ア ー 価 格 が49.3%、
交 通 情 報 が41.3%、 観 光 地 の 民 俗 文 化 等 が38。8%、 宿 泊 が32.6%,現 地 で の シ ョ
ッ ピ ン グ情 報 が20.8%と な っ て い る。
図3-12旅 行意向 と要望(出 典:Ep41)
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この図の用語の訳。左から、観光 ・娯楽活動 ・探検 ・現地住民の生活を知 る ・その他 と
項 目が立て られている。観光以外に現地住民の生活を知るのが二位 であることは、文化的
な観光の要素が上昇 していることを示 してい ると言えよう。
終わ りに
1.ゲ ス ト側のデータを知 る必要性がある
以上に挙げる種々のデー タがゲス ト側の変化や傾向な どを物語 る。ゲス ト側 の流れや傾
向を知 り、それに対応できるよ うな策 を施す とい うのが、ホス ト側 の心構 えといえよ う。
拙稿 「観光学の新 しいまなざし一ゲス ト側の文化に関する調査 と研究一」ではゲス ト側
の文化 を理解 してお くこと、ゲス ト側の特徴を知ってお くことの必要性を指摘 した。 ここ
で、ゲス ト側の関連データを知ってお くことの必要性 を指摘する。
中国の大勢の観光客が世界へ出かける今現在、ゲス ト側 の特徴や文化的タブーや好みな
どを把握す る必要性 はい うまでもない。その上で、ゲス ト側の動 きや傾向などを示すデー
タも不可欠である。本文は中国観光客に関するデータを文献か ら収集 し、それを整理 して
取 り上げた。
中国の観光に関す る文字資料 として中国国家旅遊局は、すでに1990年より 『中国旅遊
年鑑』を毎年編纂 し、中国旅遊出版社よ り刊行 してい る。『中国出境旅遊発展年度報告』も
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2003年か ら中国旅遊研究院が編纂 し続けてきたが、中国国家旅遊局の旅遊促進 と国際協力
司が中国旅遊研究院に委託 し、2008年から専門の編集委員会を立ち上げって編纂 し始めた
ものである。本文では これ らのデー タを整理 し第皿章で紹介 した。
中国旅遊研究院は2008年8Aに 成立 され、国家旅遊局直属の観光研究の専門機構であ
る。 国内外の観光傾向、問題解釈 と施策提言な ど数多 くの論著を刊行 したが、それ ら文献
の購入は海外からでは手間がかかった。
公式サイ トとして、現在一般に閲覧できるのは、中国中央政府公式HPwww.GOV.cn、
中華人民共和国国家旅遊局公式ホームページwww.cnta.gov.cn、中国旅遊研究院公式ホー
ムページwww.ctaweb.org/などあるが、筆者 も良く利用 され るものであった。
中国人の観光ブームの形成は、連休式の公式休暇が前提である。 その連休式の公式休暇
の歴史、国民の休暇の由来などは、あいまいのものであったため、中国の国民休暇の歴史
とその休暇の変遷 とその理 由な ど、データを集 めて本文にま とめた。 さらに、旧暦の年中
行事の休暇は毎年の西暦の 日として違 うため、土日とのつなが りによって実際には、毎年
休暇の実態が異なるが、その ことも文献により実態を把握 し記述 した。データの記述と分
析 しかない本稿であるが、例えば、毎年、大型連休 は二つあることが分かることによ り、
その時に合せ る観光対応 も計画 しやす くなる。 また、中国の国民休暇か ら五月の長い連休
がなくなったため、ゴールデンウィークには中国の観光客への対応はシ ョー トコースの用
意で済む。その分、他の国か らの ゴールデ ンウィークを利用 して来 日す る観光客への対応
に余裕が出て くる。また、旧正月の連休で海外 に出かける新 しい傾向を統計デー タによっ
て把握することで、対応 しやす くなる。
休暇通知 は年間の休暇 と週末 とのつなが りを予告 してくれ るため、それを把握 しておけ
ば、翌年の客を迎える年間計画 も立て られるとい う便利 さがあると本稿はそれを提示 した。
更に、2014年の連休の調節か ら、休暇が土 日ととつながる大型連休を構成する場合、そ
の前後の土 日でも出勤 しないで済む ような工夫が見 られ、 日常生活の リズムを重ん じる傾
向が窺われ る。 中国観光客の出足はそれ によるものであるため、今後その傾向がつづ くな
らば、連休 を構成する方法がさらに変更される可能性 があ り、むろんそのことは観光に大
きな影響を与える。来年以後の休 目と土 日とのつなが り方に引き続き注 目す る必要がある
であろ う。
2.単 純な数字よ り比較 した数字が重要
中国か らの訪 日観光客数は年々増えている。 この数字は喜ば しい事であるが、 日本は中
国人の海外に行 く国のランキングにおいて、2007年の連続四年の三位 から2011、2012年
に6位 、2013年の7位 に後退 した。2013年に来 日観光客は1000万人に達 したその数字
を本稿では 「単純データ」 と呼ぶ。
単純数字が増えたにもかかわ らず、国 ランキングが後退 したとい うことは、実ははるか
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に、日本訪問する中国観光客の数字を大幅にあげる余地があるとい うことではなかろうか。
海外観光の購買欲が低下 していることは、図3-4の 「海外での消費額 は5000元～10000
元が一番多い」 とい う統計から明らかで、観光客の数が増 えたものの、昔 ほど消費してい
ない傾向を示 している。
筆者の調査では、かつてカメラや髭剃 り、美容器具な どの電気製品の購買は、来 日す る
中国観光客の主な消費行動であったが、数年前か ら電気製品は香港で購入 し、化粧品は韓
国で購入するとい う変化が起 こったと旅行社からの話を伺った。その理 由は、電気製品の
説明書を中国語で作成する うえ、アフターサー ビスも付 くとい う理由 と、化粧品の価格、
販売時の言語対応 と割引サー ビス、製品の種類の多 さなどの理由が挙げられ る。 このよう
な理由で、 日本 から買い物客は離れている。 この傾向は現在で も続いていることは帰国 し
た観光客への聞き取 りで分かったが、「単純データ」ではそれを読み取れない。単純データ
に満足 したことが、 日本が上位の三位 から後退 していることの深層に潜んだ要因ではなか
ろ うか。
香港や韓国での買い物統計 と日本での消費金額を対照すれば、「比較データ」によってそ
の違いが分かる。 このよ うな 「比較データ」を多 く設定 して、常にデータを収集す ること
によって、己の弱さや不足す る箇所が見えて、観光に関す る施策や改正をしやす くなるで
あろ う。この原稿 の校正時に、ちょ うど 「春節爆買」が報道 されている。「日本製」の品質
で勝負す ること、 日本文化 を相手国の生活 に合 う商品の開発は、新たな課題 となった。
3.比較データによって観光環境を改善する
中国観光客が訪れる人数が7年も連続 してランキングー位の香港と日本へ来る人数と比
較 してみた。数字を下記にあげてみる。
2007年
2008年
2009年
2010年
2611年
2012年
2013年
香 港 へ16,136,900
香 港 へ17,557,000
香 港 へ18,665,900
香 港 へ23,099,000
香 港 へ28,207,000
香 港 へ34,955,600
香 港 へ40,303,300
日本 へ1,458,100
日本 へ1,556,500
日本 へ1,552,500
日本 へ1,968,900
日本 へ1,737,800
日本 へ1,962,200
日本 へ1,834,600
この二組 の数字 を見れば、その差が10倍 から数十倍 となることが一 目瞭然であろ う。
その差はどの ように解消できるか?答 えは、香港への観光客の意向や要望、評価な どを調
査するデータにある。
データはゲス ト側 の需要や行動の傾 向な どを語るものである。観光客が香港に求めるこ
との中で、 日本で も提供できることか ら始めれば、上記の数字の差は少 しずつ埋め られる
ことであろ う。かつて 目本 に求める製品やサー ビスを、香港がそのニーズに合わせ るよ う
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に積極的に調整 した結果は先の数字が物語 っているが、データに基づ く改善が不可能では
ない ことも、デー タは語っている。
2013年に 日本を訪れた観光客は年間1000万人に超 えたが、その1000万人を超えた今
は、 日本の観光業に とって、数字以外の 目標はどこにあるのであろ うか。数字 さえ達成す
れ ばよいのか。今後の外国人の 日本への観光客誘致の新 たな課題 として考えなければなら
ない ことである。
また、図3-5の よ うに、海外観光に一位 のショソピング、二位の現地交通費の支出の
次に多く消費する項 目は、現地で飲食に使 う費用であるとい う統計デー タからは、観光消
費の傾向及び観光客を満足 させ る新たな方向、道を見出せ る。宿泊 より旅行先で飲食 に多
くお金 を使 うとい うデータは、観光の消費傾 向を示 し、観光客に地域 の食、 日本の食で観
光 をさらに充実と感 じさせ る可能性が大いにあると示 して くれてい る。 さらに、和食ブー
ムの中、いかに観光客に 日本食の虜になってもらい、 日本食 を持 って帰 ることは新 しい 目
標にもなろ う。
本稿 と前号の拙稿 「観光学の新 しいまな ざし一ゲス ト側の文化 に関する調査 と研究一」
は、調査報告書 『年中行事の春節(旧 正月)・端午節 ・中秋節等の休暇期間における国外旅
行に対する意識およびニーズに関する調査』の結果であり、調査で得 られたデータを整理
した初歩的な報告にすぎない。広大な中国のツー リズムマーケ ットを認識するためには、
さらに量的なアンケー トデータ及び聞き取 り調査データを把握 した上に行 うものであると
考え、今後の課題 としたい。
〈終わ り〉
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